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arXiv:1809.10466
• Proto brown dwarf candidate の L328-IRS のALMA 観測

• Very Low Luminosity Object (VeLLO) としてSpitzer で発見、距離 217pc
• 小さなエンベローブ質量 （0.09Msun）, 低い質量降着率（10-7Msun/yr）
• 中心星質量が0.05Msun と見積もられている

• Band 6、0.2 x 0.3秒角分解能、連続波＋12CO＋13CO＋C18O

• Deconvolved size で、0.4x0.17秒角（＝87x37AU）のコンパクトなダスト放射
• CO 観測から、回転構造のような構造が見えた

• 中心から 60-130AU の範囲で Kepler 回転で合わせると、力学的な質量が
0.3Msun と見積もられるが、60AU より内側の速度構造は Kepler 回転と合わない

• アウトフロー構造が見え、 inclination の値が 66度と見積もられた
• 質量降着率の値の精度が上がり、8.9x10-7 Msun/yr と見積もられた

• 質量降着率や明るさから見積もった質量は、0.012-0.023 Msun 程度となり、力学質量
とかなり異なる

• 質量の不定性が大きく、proto Brown Dwarf とは断定できない



ダスト連続波放射 CO intensity map

13CO moment 1 map C18O moment 1 map



C18O channel map
Position-Velocity diagram for C18O

• 青・赤の点は観測データ
• 実線は 0.3 Msun の場合の Kepler 回

転を重ねて書いている

Position-Velocity diagram for 13CO



アウトフローのtoy model 回転する円錐面
開き角92度・inclination 66度と推定

左上： モデルの概略
右上： intensity と inclination の決定精度
下： 赤側・青側のイメージを観測と比較

CO 同位体の line profiles
エンベローブ・アウトフロー・円盤の構造
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arXiv:1809.07374

• 原始惑星系円盤の質量が、系外惑星の質量に足りないという問題を指摘
• データ＋アイディア論文。詳細なモデル計算は無し

• 系外惑星のカタログからだした、惑星質量 or 惑星コアの質量分布と、ALMAで調
べられた円盤質量の分布を比較

• 惑星質量 or 惑星コア質量の方が、円盤質量よりも重い傾向にある
• 二つの可能性を指摘

• 惑星コアを早く作る
• 星への降着物質が円盤を介して降着し、円盤に常にダストが降り注いでいる



赤：円盤ダスト質量、黄色：円盤ダスト質量×100
青：惑星系の質量分布、緑：単一惑星系の中央値

惑星質量をコア質量に焼き直した分布

• 特に、中心星の質量の小さいところで、惑星質量の中央値が円盤質量よりも大きい
• 観測バイアス円盤サーベイも惑星サーベイも、重い方にバイアスがあるはず
• 若い段階（1Myr 以内）で、惑星を作ってしまう可能性

• 微惑星形成の効率が良くないので、重い円盤＋効率的なガス散逸が必要
• Class I 段階の強いアウトフローで飛ばしてしまう？

• 円盤を介したエンベロープ降着による惑星形成
• 10-8 Msun/yr の降着が、1Myr 続けば、10MJ のガス＝ 0.1MJ のダストが入ってくる



• 13CO が、原始惑星系円盤のガス分布のトレーサーとなるかどうかを検証
• 円盤モデルから、輝線放射を計算。放射の分布と面密度の分布を比較

• DALI を用いた化学反応計算＋円盤構造計算＋non-LTE の level population
• CO freeze-out と isotope-selective photodissociation の効果が入っている
• 円盤モデル：異なるガス質量、power-law vs self-similar disk
• モデル放射分布（3-10au grid） vs 0.2秒（30au @ 150pc）ビームでconvolution

• 輝線放射の積分強度が 6K km/s 程度になる場所が、13CO の光学的厚みが 1 程度
になる場所であり、その付近では、ガスの面密度分布が放射の分布とほぼ一致

• 内側では光学的に厚すぎる。外側では光学的に薄く、self-shielding が効かない。
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arXiv:1809.00482 



Power-law モデル
• 左：面密度プロファイル（破線）と明

るさ分布（実線）の比較。
convolution なし

• 中：左と同様。convolution あり。
• 13COの柱密度分布

明るさ分布の fit と面密度分
布のpower-law の比較
• 横軸： fit の外側半径（内

側は固定）
• 縦軸： fit された power-law



粘性円盤モデルでの同様の解析

• TW Hya 観測への適用。
• 13CO が円盤全体で光学的に厚いので、C18O を

使っている。
• 0.5x0.3 asec beam の観測
• 0.1-0.2 Jy/beam km/s の範囲で明るさ分布を fit
• Fit された power-law index は 0.85
• 現状の円盤のモデルでは、1 が使われることが

多い
• C18O は、isotope-selective photodissociation に

影響されているかもしれない
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arXiv:1809.08014

Complex molecules を、Barnard 1b に見つけている
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arXiv:1809.01925

FU Ori outburst における化学計算＋ALMA観測モデル
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arXiv:1810.02148

オウムアムアの起源が近くの原始惑星系円盤だとすると、オウムアムアは、typical な形
状などをしているか？結論； typical ではない。
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arXiv:1809.10209

デブリ円盤で、重い惑星が見つかっていないのに、 gap 構造があることの起源を議論。
N体計算。複数の軽い惑星でギャップをあける



No. 35

arXiv:1809.05003

星が単独星として生まれるか binary になるかの違いが、周囲のガスの温度と関係するか
を、単一鏡の分子のデータを使って調べる。
周囲の温度はあまり関係無さそう。
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arXiv:1809.07992

光蒸発の輻射流体計算。Metalicity の依存性や、X線・UV の影響を議論。
光蒸発は、太陽近傍の分子量に比べて 30倍程度小さいときが最も強い。
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